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○ 取扱い 

原則として、「歯質くさび状欠損（ＷＳＤ）」病名で、う蝕処置の算定を

認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

歯質くさび状欠損により疼痛等の症状を有する場合は、当該歯の経過を

観察するために暫間充填によるう蝕処置を行うことが臨床上あり得るも

のと考えられる。 

 


